
技術分類

技術名称 シーリングソイル工法 担当部署 事業本部 技術室

NETIS登録番号 － 担当者 濵山祐司

社名等 玉石重機(株) 電話番号 ０９２－５２１－２１３６

技術の概要

国の機関 ３ 件 （九州 0件 、九州以外 3件 ）
自治体 １４件 （九州 2件 、九州以外 12件 ）
民 間 ２２件 （九州 1件 、九州以外 21件 ）

３．技術の効果

・天然鉱物資源を改良材とするため低コストと低負荷と高品質。
・ゼオライト等の天然鉱物系吸着剤により土壌と水（地下水）の環境修復。

４．技術の適用範囲

・高濃度汚染土壌（含有量が含有量基準の数倍以上）は、浄化工法でも含有量基準まで減量できないた
め、掘削除去し中間処理を経て処分場処理が安全である。
・中濃度汚染土壌（含有量基準不適合で第二溶出量基準不適合）は、洗浄工法により含有量と溶出量を
基準適合まで低減し、残留した重金属等が再溶出することがないよう、シーリングソイル工法により固定
化する。
・低濃度汚染土壌（含有量基準適合で溶出量基準不適合）は、シーリングソイル工法で重金属を固定化
し、溶出量基準に適合させる。

２．技術の内容

５．活用実績

安全 防災 環境 コスト ICT 品質

近年、企業の工場跡地あるいは事業場跡地の再開発等に伴い、土壌汚染問題が広域化・深刻化してい
る。
汚染の有無については、土地資産評価の減価要因ともなり得るもので土地所有者の過剰な負担と環境リ
スクを低減するため、天然鉱物を利用した地化学的封じ込め技術が開発される。
シーリングソイル工法は、平成７年に最初の施工に着手し、現在までに多くの実績を重ね、信頼と安心の
技術として評価されている。
玉石重機は、平成２０年にこの天然鉱物系吸着材を利用したオンサイト工法技術を有するシーリングソ
イル協会に加入する。

天然鉱物資源がもつ機能と反応を利用して汚染土壌中の重金属等を地化学的に封じ込め、環境基準以
下に改良する技術である。
天然鉱物系吸着剤（ゼオライト、炭酸塩鉱物、風化粘性土）を用いた低負荷型・低コストのオンサイト工法
である。
シーリングソイルシステムの反応過程は、
・初期的段階で汚染成分を吸着、固定化する。
・中期的段階で更に吸着、固定化が進む。
・長期的段階で強固に固定化した後、結晶化が期待出来る。

１．技術開発の背景及び契機
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